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理
神
論
者
で
あ
る
ス
ミ
ス
は
自
然
神
学
を
社
会
科
学
の
基
礎
と
し
て
、

れ
な
い
も
の
で
あ
る
（
理
論
的
背
景
）
。

一
、
序 ア

ダ

説
ー

ケ

ネ

ム
・

ス
ミ
ス

い
か
な
る
偉
大
な
学
者
の
思
想
・
学
説
と
い
え
ど
も
ー
こ
と
に
社
会
科

学
に
お
い
て
は
1

、
そ
の
学
者
の
生
存
し
て
い
る
時
代
・
国
家
及
び
社
会

的
情
勢
を
そ
の
背
景
と
し
な
い
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
歴
史
的
背
景
）
。

ま
た
学
者
の
思
想
・
学
説
と
い
う
も
の
は
彼
の
生
存
し
て
い
る
時
代
を
通

じ
て
一
貫
し
て
い
る
思
想
・
学
説
の
傾
向
の
影
響
を
受
け
な
い
で
は
お
ら

そ
れ
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

(
A
d
a
m
S
m
i
t
h
,
 
1
7
2
3
ー
1
7
9
0
)

の
思

想
・
学
説
は
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
樹
立
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
反
映
し

て
い
る
も
の
は
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

の

学

説

と

関

連

第
一
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ソ
ン

(Francis H
u
t
c
h
e
s
o
n
,
 1
6
9
4
 1
 

「
神
は
人
間
の
幸
福
を
目
的
と
し
て
世
界
を
創
造
し
た
る
も
の
な
る
が
故

(

1

)

 

に
、
結
局
人
間
全
体
の
幸
福
を
実
現
し
う
べ
し
」
、
と
楽
観
し
て
、
重
商

主
義
ー
経
済
に
た
い
す
る
国
家
の
干
渉
ー
に
反
対
し
、
経
済
的
自
由
主
義

す
な
わ
ち
自
由
放
任
論
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ス
ミ
ス
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
も
の

の
考
え
方
が
ス
ミ
ス
に
や
は
り
多
大
の
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
般
的
に
み
て
、
ス
ミ
ス
の
思
想
・
学
説
に
影
響
を
あ
た
え
た
人
々

の
思
想
あ
る
い
は
学
説
の
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の

如
く
で
あ
る
。

の
み
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
く
の
如
き
思
想
・
学
説
も
た
だ
ス
ミ
ス
に
お
い
て

田

せ

し

め

て

中

の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

七
四

充
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編
第
九
章
、

第
一
の
問
題
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
は
、
『
国
富
論
』
第
四

「
農
業
主
義
、
即
ち
土
地
の
生
産
物
を
以
て
各
国
の
収
入
及

ろ
う
。
ス
の
経
済
学
説
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
も
有
意
義
な
も
の
が
あ
る
で
あ

重
牒
学
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
第
一
に
、

こ
と
に
、
ス
ミ
ス
と
、
ケ
ネ
ー
を
創
始
者
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

ス
ミ
ス
は
以
上
の
人
々
の
思
想
あ
る
い
は
学
説
の
影
署
を
受
け
て
お

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
重
農
学
派

第
六
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー

(
F
r
a
m
,
;
o
i
s
Q
u
e
s
n
a
y
,
 
1
6
9
4ー

1
7
7
4
)

(

2

)

 

(
P
h
y
s
i
o
c
r
a
t
e
s
)

。

り
、
そ
の
た
め
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
必
ず
し
も
独
創
的
な
学
者
で
は
な

(
3
)
 

く
、
む
し
ろ
先
人
の
思
想
や
学
説
を
集
大
成
し
た
人
で
あ
る
、
と
み
な
し

う
る
の
で
あ
る
。

重
農
学
派
の
経
済
学
説
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
、
ま
た
第
二
に
、
ス
ミ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

そ
し
て
、

第
五
、
ト
ー
リ
—
党
に
属
す
る
学
者
よ
り
出
で
た
る
自
由
貿
易
学
説
。

1
7
4
6
)

。

第
二
、
ジ
ョ
ウ
ジ
フ
・
ハ
リ
ス

(
J
o
s
e
p
h
H
a
r
r
i
s
,
 
1
7
0
2ー

1
7
6
4
)
。

第
三
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
(
D
a
v
i
d
H
u
m
e
,
 1
7
1
1
 |
 1
7
7
6
)
。

第
四
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル

(
B
e
r
n
a
r
d
d
e
 M
a
n
d
e
v
i
l
l
e
,
1
6
7
0
 |
 1
7
3
3
)
。

七
五

備
的
段
階
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
が
故
に
依
拠
す
べ
き
研
究
方
法
及
び
基

に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

批
判
さ
れ
、
誤
解
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ

び
富
の
唯
一
の
も
し
く
は
主
た
る
源
泉
と
な
す
経
済
学
説
に
つ
い
て
」
の

項
に
お
い
て
、
重
農
学
派
に
つ
い
て
関
説
し
、
こ
れ
を
批
判
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
批
判
は
ス
ミ
ス
の
誤
解
と
不
徹
底
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
以
来
、
重
農
学
派
の
経

済
学
説
は
過
去
の
暗
闇
の
中
に
ほ
う
む
ら
れ
て
し
ま
い
、
約
一
世
紀
の
あ

(

4

)

 

い
だ
正
し
い
研
究
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
の
学
説
に
た
い
す
る
批
判
的
な

態
度
が
、
か
え
つ
て
重
農
学
派
の
再
認
識
と
い
う
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ

て
来
た
。
し
た
が
つ
て
、
重
農
学
派
の
経
済
学
説
を
研
究
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
重
農
学
派
の
学
説
に
お
け
る
い
か
な
る
点
が
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て

に
よ
っ
て
、
真
の
重
農
学
派
の
も
つ
学
説
上
の
価
値
を
知
り
う
る
と
言
い

う
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
問
題
は
、
重
農
学
派
の
学
説
が
い
か
な
る
点
で
ス
ミ
ス
の
学
説

こ
の
問
題
の
も
つ
学
説
上
の
意
義
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
小
論
に
お

い
て
は
、
主
と
し
て
第
一
の
問
題
に
重
点
を
お
き
、
第
二
の
問
題
は
単
に

こ
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

こ
の
小
論
は
、
筆
者
が
初
学
の
た
め
、
学
説
研
究
と
し
て
は
全
く
の
準
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し
て
は
不
完
全
な
部
分
が
非
常
に
多
い
が
、
社
会
科
学
と
し
て
の
経
済
学

の
創
生
期
に
お
け
る
仏
・
英
両
国
の
二
大
経
済
学
者
す
な
わ
ち
重
農
学
派

の
始
祖
フ
ラ
ン
ソ
ワ
’
・
ケ
ネ
ー
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
の
関
係
あ
る
い
は

ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
つ
い
て
、
若
干
の
素
描
を
試
み
た
も
の
で

註
(

1

)

河
合
栄
治
郎
『
社
会
思
想
史
研
究
』

堀
経
夫
著
『
経
済
学
史
通
論
』

年
、
七
七

1
九
0
頁
参
照
。

(

3

)

堀
経
夫
著
同
上
、
七
七
頁
。

（
社
会
思
想
研
究
会
）

（
実
教
出
版
）
昭
和
―
―

1
0

も
む
し
ろ
同
時
代
の
人
々
や
後
代
の
人
々
の
誤
解
と
全
く
皮
相

的
な
非
難
と
に
悩
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」
。

(
J
.
 

A
.
 
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
,
 "
E
p
o
c
h
e
n
 d
e
r
 D
o
g
m
e
n
 ,
 
u
n
d
 

M
e
t
h
o
d
e
n
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 ̀＂ 
,
1
9
1
4
.
 

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
著
、
中

山
伊
知
郎
、
東
畑
精
一
訳
『
経
済
学
史
ー
学
説
並
び
に
方
法
の

「
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
は
正
し
き
批
判
に
悩
ん
だ
と
い
う
よ
り

(

4

)

ッ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
教
授
は
つ
ぎ
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

'（
2
)
同
上
、
二
七
ー
三
三
頁
参
照
。

昭
和
二
七
年
、
四
六
頁
。

あ
る
。

調
と
な
る
も
の
が
定
ま
ら
ず
、
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
関

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

ス
ミ
ス
と
重
農
学
派
と
の
関
係

々
と
の
関
係
は
単
に
学
問
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
人
的
な
交
渉
を
も
も
つ

(

1

)

エ
レ
ー
ヴ

て
い
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
そ
の
有
名
な
教
え
子
若
き
バ
ッ

(

2

)

 

ク
ル
侯

(
D
u
k
e
of 
B
u
c
c
l
e
u
g
h
)
と
共
に
、
一
七
六
四
年
三
月
か
ら
一

七
六
六
年
十
月
迄
の
約
ニ
ケ
年
半
、
大
陸
を
旅
行
し
、
こ
の
大
陸
旅
行
中

の
約
十
ヶ
月
間
を
。
ハ
リ
ー
で
過
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
ケ
ネ
ー
と

そ
の
門
弟
、
そ
の
中
で
も
チ
ュ
ル
ゴ
ー
と
親
交
を
結
ん
で
い
る
。
（
ス
ミ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ス
が
ケ
ネ
ー
と
相
識
っ
た
と
き
は
、
商
工
業
を
不
生
産
的
で
あ
る
と
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ケ
ネ
ー
の
主
張
を
中
心
に
し
た
論
議
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
際
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
ー
'
—
傍
点
筆
者1
)

チ
ュ
ル
ゴ
ー
に
は
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
特
別
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
頃
ケ
ネ
ー
は
、
ル
イ
十
五
世
の
愛
妾
で
あ
っ
た
ポ
ン
。
ハ
ド
ー
ル
侯

夫
人

(
M
a
d
a
m
e

la 
M
a
r
q
u
i
s
e
 
d
e
 
P
o
m
p
a
d
o
u
r
)
の
侍
従
医
と
し

階
の
会
合
」

て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
宮
殿
の
中
二
階
に
起
居
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
中
二

(
R
e
u
n
i
o
n
 
d
e
 1'entresol)
に
よ
っ
て
知
名
の
士
と
時

局
を
論
じ
、
哲
学
の
問
題
や
（
農
業
）
経
済
の
問
題
を
研
究
し
て
い
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
な
ら
び
に
重
農
学
派
の
人

二、
段
階
」

A
岩
波
書
店
＞
昭
和
二
五
年
、
九
一
頁
。
）

七
六
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あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
私
と
同
様
、
形
而
上
学
を
愛
好
し
た
チ
ュ
ル
ゴ
ー

て
の
問
題
に
わ
た
っ
て
最
も
完
全
な
観
察
と
分
析
を
示
し
た
人
の
一
人
で

ち
ミ
ラ
ボ
ー
侯
、
ル
・
メ
ル
シ
ェ
・
ド
・
ラ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
、
デ
ュ
ポ

ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
が
あ
り
、
ま
た
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
グ
ル
ネ
や
コ
ン

(

3

)

 

デ
ィ
ヤ
ッ
ク
も
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
合
に
ス
ミ
ス
が
出

席
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ス
ミ
ス
と
重
農
学
派
と

の
間
に
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
容
易
に
知
り
う
る
の
で
あ
る
。（

第
一
巻
、
ニ

い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
随
分
ま
ず
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
『
道
徳

情
操
論
」
(
•Th
e
 T
h
e
o
r
y
 of 
M
o
r
a
l
 
S
e
n
t
i
m
e
n
t
s
"
 b
y
 A. S
m
i
t
h
.
 

Ist 
ed. 
1
7
5
9
.
)
~
,
1
'
\
:
l
!

、
袖
双
ぶ
ゲ
叩
g
価
5に
し
て
深
遠
だ
と
い
う
感
じ
を
強

く
受
け
て
い
た
。
実
を
言
え
ば
、
今
日
で
も
や
は
り
、
彼
の
論
ず
る
す
べ

氏
は
、
彼
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
私
達
は
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の

家
で
彼
を
何
度
も
見
か
け
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
貿
易
論
・
銀
行
論

・
公
債
論
な
ら
び
に
彼
が
構
想
し
て
い
た
大
著
の
数
多
く
の
観
点
を
語
り

(

4

)

 

あ
っ
た
。
…
…
」
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
れ
わ
れ
は

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

四
四
頁
）
の
中
に
、

「
私
は
ス
ミ
ス
を
そ
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
中
に
知
つ
て

ま
た
、
モ
レ
ー
は
、
そ
の
著
『
追
憶
』
•
M
e
m
o
i
r
e
s
"
 

ス
、
ビ
ュ
ッ
フ
ォ
ン
、
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
他
に
、
彼
の
後
年
の
弟
子
達
、
即

こ
の
会
合
の
仲
間
に
は
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ

年
に
死
亡
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
、

七
七

「
も
し
ケ
ネ
ー
が
生
き
て
い
た
な
ら

あ
る
が
、
重
農
学
派
の
創
始
者
た
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
は
一
七
七
四

「
ケ
ネ
ー
を
否
認
す
る
こ
と
を
随
分
慎
ん
で
い
た
も
の
だ
。

チ
ュ
ル
ゴ
ー
と
ス
ミ
ス
と
の
関
係
を
知
り
う
る
し
、
ま
た
、
ス
ミ
ス
が
既

に
『
国
富
論
』
の
構
想
を
ね
つ
て
い
た
こ
と
を
も
容
易
に
知
り
う
る
の
で

ス
ミ
ス
も
バ
ッ
ク
ル
侯
も
、
モ
レ
ー
の
言
う
如
く
、
余
り
フ
ラ
ン
ス
語

が
上
手
で
な
か
っ
た
た
め
か
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
生
活
は
た
い
し

り
十
ヶ
月
間
の
パ
リ
ー
滞
在
は
ス
ミ
ス
に
と
つ
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
言

い
う
る
で
あ
ろ
う
。

ア
ト
•
あ
る
い
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
自
ら
称
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

家
達
と
の
関
係
が
非
常
に
親
密
の
如
く
思
わ
れ
た
の
で
、
ス
ミ
ス
は
彼
ら

か
ら
は
同
学
の
士
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ス
ミ
ス
は
、

(

5

)

 

…
…
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ミ
ス
が
ケ
ネ
ー
に
た
い
し
て
は

つ
き
り
と
態
度
に
こ
そ
あ
ら
わ
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
批
判
的
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
を
推
察
し
う
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ス
ミ
ス
の
大
著
『
国
富
論
』
が
世
に
出
た
の
は
一
七
七
六
年
で

以
上
の
如
く
、
ス
ミ
ス
は
重
農
学
派
の
人
々
す
な
わ
ち
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

て
楽
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
も
推
察
し
う
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は

あ
る
。
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

『
国
富
論
』
を
ケ
ネ
ー
に
献
じ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
意
志
を
も

(

6

)

 

つ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
判
ら
な
い
と
言

『
国
富
論
』
に
お
い
て
ス
ミ
ス
は
重
農

学
派
批
判
を
手
厳
し
く
な
し
て
い
る
の
で
、
ス
ミ
ス
を
同
学
の
士
と
信
じ

て
い
た
重
農
学
派
の
人
々
の
失
意
は
痛
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
は
、
彼
の
『
国
富
論
』
す
な
わ
ち
彼
の
経

済
学
説
を
世
に
お
く
り
出
し
、
そ
し
て
重
農
学
派
の
経
済
学
説
を
過
去
の

暗
闇
の
中
に
ほ
う
む
り
去
る
に
は
、
そ
の
当
時
で
は
充
分
な
力
を
も
つ
て

い
た
、
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ン
ケ
ン
教
授
の
述

べ
る
如
く
、

ス
）
で
起
つ
て
い
る
こ
の
出
来
事
か
ら
全
く
何
も
学
ぶ
と
こ
ろ
は
な
か
つ

(

7

)

 

た
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
起
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ス
ミ
ス
と
重
農
学
派
、
と
く
に
ケ
ネ
ー
と
の
学
説
上
の
関
連

に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
ま
た
ス
ミ
ス
が
な
し
た
重
農
学
派
批
判
に
つ
い

て
、
若
干
の
素
描
を
進
め
る
で
あ
ろ
う
。

註

(
1
)
"
O
e
u
v
r
e
s
 
E
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s
 
et 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
q
u
e
s
 
d
e
 

F
r
a
m
;
o
i
s
 
Q
u
e
s
n
a
y
"
,
 
P
a
r
 A
u
g
u
s
t
e
 O
n
c
k
e
n
"
,
 
1888, 

に
最
後
の
手
を
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ス
ミ
ス
は
隣
国
（
フ
ラ
ン

ド
ン
に
移
住
し
、
そ
こ
で
そ
の
著
作
（
『
国
富
論
』
を
指
す
ー
筆
者
註
ー
）

八
穀
物
論
＞
八
人
間
論
＞
八
租
税
論
V

A
金
利
に
関
す
る
考

ailles, |
 pp. 
1
9
 1
 31. 

E
c
o
n
o
n
i
s
t
e
s
,
"
 
1914, 
p.117 

盗
1

XIII. 
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
著
、
島
津
亮
二
、
菱
山
泉

訳
『
ケ
ネ
ー
全
集
』

（
第
一
巻
）

ス
ミ
ス
と
ケ
ネ
ー
と
の
関
係
が
た
だ
単
に
学
問
上
の
み
で
な

く
、
ス
ミ
ス
が
医
師
と
し
て
の
ケ
ネ
ー
に
依
頼
し
た
事
実
に
関

昭
和
七
年
、

巻
）
、
八
頁
。

「
ス
ミ
ス
と
ケ
ネ
ー
」
の
項
、
一
三
ニ
ー
一
三
九

(
2
)
 F. 
Q
u
e
s
n
a
y
.
 "
O
e
u
v
r
e
s
"
 XIII. 島
津
、
菱
山
訳
（
第
一

(

3

)

 

G
u
s
t
a
v
e
 Schelle, 
"
L
'
E
c
o
n
o
m
i
e
 Politique 
et 
L
e
s
 

Cf., 
H
e
n
r
y
 d
e
 J
o
u
v
e
n
e
l
 `
 
"
L
a
V
i
e
 
O
r
a
g
e
u
s
e
 d
e
 M
i
-

r
a
b
e
a
u
"
,
 
1
9
2
8
.
-
C
h
a
p
t
e
r
]
[
,
 U
n
 E
n
t
r
e
s
o
l
 
d
e
 V
e
r
s
 ,
 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
著
、
坂
田
太
郎
訳
『
ケ
ネ

I
A経
済
表

＞
以
前
の
諸
論
稿

I
A自
由
論
＞
八
明
証
論
＞
八
借
地
農
論
＞

察
V

|

（
春
秋
社
）
昭
和
二
七
年
、
解
説
二
頁
。

「
…
•
•
•
ス
ミ
ス
は
す
で
に
カ
ー
コ
ー
デ
ィ
の
棲
家
か
ら
ロ
ン

頁
参
照
。

す
る
記
録
ー
小
泉
信
三
著
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』
（
改
造
社
）

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
も
あ
れ
、

七
頁
。

ギ
6

、

,
9
,
 

（
有
斐
閣
）
昭
和
二
六
年
、

七
八
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

(
I
)
 

三
、
自
然
的
秩
序
と
自
由
放
任
論

一
巻
）
、

1
0
頁。

1
9
2
3
 `
 
p
p
.
 1
0
2
 1
 1
0
3
.
 

n
g
s
 of A
d
a
m
 S
m
i
t
h
"
,
 X
I
V
 

(
6
)
 Ibid., 
XIV・

同
上
、
九
頁

察
」
と
い
う
文
章
の
中
の
一
章
句
。

に
デ
ュ
ポ
ン
が
つ
け
加
え
た
「
ア
ダ
ム
・
ス
、
、
、
ス
が
チ
ュ
ル
ゴ

分
配
に
関
す
る
省
察
』

(
T
u
r
g
o
t
,
'
＾
 
R
e
f
l
e
x
i
o
n
s
 
s
u
r
 
la 

(

5

)

 

『
チ
ュ
ル
ゴ
ー
全
集
』
の
公
刊
に
あ
た
つ
て
『
富
の
形
成
と

七
九

だ
、
と
即
断
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
す
な

ア
ト
の
著
作
以
前
に
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ミ
ス

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
と
の
接
触
以
前
、
い
な
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

註

(
1
)
小
泉
信
一
1

一
教
授
は
、

る
。
彼
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
長
く
真
摯
な
る
主
張
者
で
あ
っ

れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
経
済
的
自
由
主
義
の
点
で
あ

フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ル
・
リ
ス
ト
教
授
は
、

(4)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
'
＾
 
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 XIII. 
島
津
、

一
巻
）
、
八
頁
。

菱
山
訳
（
第

F
o
r
m
a
t
i
o
n
 et 
Ia 
distribution 
d
e
s
 richesse,''1766.) 

ー
の
理
論
と
一
致
す
る
点
と
一
致
せ
ざ
る
点
と
に
関
す
る
観

(F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 "
O
e
u
vー

res", 
XIII. 
島
津
、
菱
山
訳
八
第
一
巻
＞
、
九
頁
。
）

D
u
g
a
r
d
 Stewart, 
'^
A
c
c
o
u
n
t
 of 
t
h
e
 Life 
a
n
d
 W
r
i
t
i
 1
 

J• 

K. I
n
g
r
a
m
,
 "
A
 H
i
s
t
o
r
y
 
of Political 
E
c
o
n
o
m
y
"
,
 

(

7

)

 

F: 
Q
u
e
s
n
a
y
,
 "
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 
X
I
V
.
 
島
津
、
菱
山
訳
（
第

ス
ミ
ス
が
渡
仏
以
前
よ
り
す
で
に
経
済
的
自
由
主
義
の
思
想
を
有
し
て

(
1
)
 

い
た
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
少
な
く
と
も
あ
る
一
点

に
お
い
て
は
、
ス
ミ
ス
は
彼
ら
（
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
）
に
よ
り
教
え
ら

た
。
し
か
し
彼
の
確
信
が
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
熱
烈
な
る
信
念
と
の

照
合
に
よ
り
、
更
に
一
層
強
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
も
疑
う
を
得
な

(

2

)

 

い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ミ
ス
が
ハ
チ
ソ
ン
か
ら
自
然
の
秩
序
に
関
す
る
思
想
を
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
自
然
の
秩
序
の
論
拠
の
上
に
立
つ

て
自
由
放
任
を
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
て
重
農
学
派
よ
り
受
け

(

3

)

 

た
も
の
で
あ
る
、
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

「
ス
ミ
ス
の
経
済
的
自
由
主
義
思
想
は

と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
と
の
自
由
主
義
思
想
の
一
致
に
関
し
て

は
、
た
だ
ち
に
ス
ミ
ス
が
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
に
こ
れ
を
学
ん
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点
で
は
同
じ
意
見
を
も
つ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ネ
ー
及
び
重
農

ケ
ネ
ー
も
ス
ミ
ス
も
経
済
的
自
由
主
義
(Laissez-faire)
を
主
張
す
る

学
派
に
お
い
て
は
自
然
的
秩
序

(
O
r
d
r
e

N
a
t
u
r
e
l
)
は
体
系
で
あ
り
、

し
か
も
理
想
の
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
秩
序
を
達
成
さ
せ
る
た

(

1

)

 

め
に
、
「
合
法
的
専
制
制
度

(
D
e
s
p
o
t
i
s
m
legal)
」
を
必
要
と
し
た
。

た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
人
の
自
利
心
に
放
任
す
る
と
き
、
私
益
と
公
益
と
が
い

わ
ゆ
る
「
見
え
ざ
る
手
」
に
導
か
れ
て
、
お
の
ず
ら
か
ら
一
致
す
る
と
い

(

3

)

 

う
楽
観
主
義
、
即
ち
経
済
上
の
自
由
主
義
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
国
家
行
為
を
極
度
に
抑
え
、

「
自
然
的
自
由
主
義
よ
り

(rr) 

ス
ミ
ス
は
経
済
過
程
が
も
っ
、
自
己
回
復
力
、
自
己
規
制
力
を
楽
観
し

(

3

)

河
合
栄
治
郎
前
掲
書
、
三
二
頁
。

八
一
頁
。

頁
、
ニ
―
五
頁
参
照
。
）

(

2

)

 

C
.
 
G
i
d
e
 et 
C
.
 
R
i
s
t
,
'
^
 Hi
s
t
o
i
r
e
 
d
e
s
 D
o
c
t
r
i
n
e
s
 Ee:-

o
n
o
m
i
q
u
e
s
"
,
 
1
9
2
2
,
 
p. 
6
4
.
 
~
 
イ
ド
、
リ
ス
ト
宰
F

、
古
[JII

貞
一
郎
訳
『
経
済
学
説
史
上
巻
』

る
ら
し
い
。
・
…
・
・
ケ
ネ
ー
氏
は
、
彼
自
身
医
者
で
あ
り
、
そ
し
て
す
こ
ぶ

る
純
理
論
的
な
医
者
で
あ
っ
た
、
…
…
完
全
な
る
自
由
と
完
全
な
る
正
義

と
を
享
受
し
な
け
れ
ば
、
国
民
は
、
繁
栄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
中
に
今
迄
繁
栄
し
得
た
国
民
は
あ
り
え
な
か
つ

(

2

)

 

た
筈
で
あ
る
。
」
と
ケ
ネ
ー
を
批
判
し
た
。

（
東
京
堂
）
昭
和
一
六
年
、

に
応
じ
て
、
或
程
度
の
病
気
ま
た
は
不
健
康
状
態
が
必
ず
来
る
と
考
え

い
る
の
で
あ
る
。

（
小
泉
信
三
著
前
掲
書
、
二

0
八
ー
ニ

0
九

ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
少
し
で
も
違
反
す
る
と
、

そ
の
違
反
の
程
度

パ
ラ
に
お
い
て
試
み
た
講
義
の
報
告
が
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て

康
を
保
つ
に
は
食
物
と
運
動
と
に
つ
い
て
一
定
の
正
確
な
養
生
法
を
守
ら

ら
、
ス
ミ
ス
が
す
で
に
一
七
五

0
ー
一
七
五
一
年
に
エ
デ
ィ
ン

あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
、

「
あ
る
種
の
純
理
論
的
の
医
者
は
、

人
体
の
健

七
六
五
年
に
発
表
あ
る
い
は
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

『
自
然
権
論
」
（
占
'
L
e
droit 
N
a
t
u
r
e
!
"
)
は

六
年
に
、

わ
ち
、
ケ
ネ
ー
の
『
借
地
農
論
』
（
．
＾
F.ermiers")

は
一
七
五

『
経
済
表
』

(
^
'
T
a
b
l
e
a
u
E
c
o
p
.
o
m
i
q
u
e
s
"
)

は一

七
五
八
年
に
、

主
の
存
在
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
自
然
的
秩
序
は
―
つ
の
事
実
で

惹
起
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
保
膜
し
維
持
す
る
た
め
に
啓
蒙
君

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
ー
は
、
経
済
社
会
の
自
己
規
制
と
い
う
も
の
は
攪
乱
を

八
〇
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

を
害
し
、
且
つ
年
々
国
民
の
富
の
一
部
分
を
破
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

(

6

)

 

め
、
人
間
の
賃
銀
に
も
、
生
産
物
に
も
賦
課
さ
れ
な
い
こ
と
、
…
」
と
主

す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
ー
は
国
家
の
経
済
的
行
為
を
制
限
し
、
そ
の
収
入
面

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
お
い
て
は
こ
れ
を
租
税
の
み
に
認
め
、
「
租
税
が
破
壊
的
な
も
の
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
た
り
、
国
民
の
収
入
の
総
額
に
釣
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
し
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
と
。
租
税
の
増
加
は
、
収
入
の
増
加
に
従
う
こ
と
。
そ
れ
は
直
接
土
地

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
純
生
産
物
に
対
し
て
賦
課
せ
ら
る
ぺ
く
、
徴
税
費
を
倍
加
さ
せ
、
商
業

の
行
為
ー
義
務
で
あ
っ
て
干
渉
で
は
な
い
ー
と
し
て
、
日
、
自
然
的
秩
序

の
維
持
ー
私
有
財
産
権
の
安
全
の
維
持
な
ら
び
に
そ
の
擁
護
の
義
務
、

口
、
教
育
の
一
般
化
、
国
、
公
共
事
業
、
四
、
国
防
の
義
務
、
を
主
張
し

(

5

)

 

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ケ
ネ
ー
は
実
は
ス
ミ
ス
自
身
よ
り
も
非
常
に
高
い

」
の
観
点
よ
り
経
済
的
自
由
主
義
を
主
張
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
認

め
う
る
の
で
あ
る
。

程
度
で
国
家
の
干
渉
を
排
斥
し
て
お
り
、

自
由
放
任
を
認
め
る
が
、

そ
れ
を
維
持
し
、

「自
然
的
秩
序

・
自
然
権
思
想

保
護
す
る
た
め
に
、
国
家

ケ
ネ
ー
は
、
自
然
的
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
は
原
則
と
し
て
個
人
の

言
え
ば
、
元
首
の
任
務
は
、

H
、
国
防
、
口
、
司
法
、
回
、
特
定
の
公
共
土

(

4

)

 

木
事
業
の
維
持
の
み
で
あ
る
。
」
と
国
家
行
為
を
制
限
し
た
の
で
あ
る
。

八

ed• 

p. 
6
5
1
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
七
六
頁
。

(

7

)

 

張
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
の
「
課
税
四
原
則
」
と
同
様
の
意

義
を
も
つ
て
い
る
と
言
い
う
る
。

註

(
1
)
G
i
d
e
 et 
Rist, 
Ibid., 
p. 4
0
 foot 
note. 
(2). 宮
川
訳
、

五
二
頁
註
゜

(
2
)
 A
d
a
m
 S
m
i
t
h
,
 ̂
'An 
I
n
q
u
i
r
y
 into 
t
h
e
 
N
a
t
u
r
e
 
a
n
d
 

C
a
u
s
e
s
 of t
h
e
 
W
e
a
l
t
h
 of 
Nations", 

M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 ed, 
p. 638. ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
著
、
大
内

兵
衛
訳
「
国
富
論
』
第
四
絹

（
岩
波
文
庫
第
三
分
冊
）

二
九
年
、
四
五
四
ー
四
五
五
頁
参
照
。

1766, 
T
h
e
 

昭
和

（
千
倉
書
房
）
昭
和
三
一

(
4
)
 A
.
S
m
i
t
h
,
 ̂^ 
W
e
a
l
t
h
 of 
Nations", 
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

(
5
)
 Cf., 
G
i
d
e
 et 
Rist, 
Ibid., 
P.42. 
宮
川
訳
五
四
頁
参
照
。

(6)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
ー

M
a
x
i
m
e
s
G
e
n
e
r
a
l
e
s
 
d
u
 G
o
u
v
e
r
n
e
 1
 

m
e
n
t
 e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
 d
'
u
n
e
 r
o
y
a
u
m
e
 A
g
r
i
c
o
l
e
 
et 
notー

e
s
 
s
u
r
 
ces 
m
a
x
i
m
e
s
,
 
Extrait 
d
u
 la 
Physiocratie, 

1767ーー.̂
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 
p.33
2
.
 ケ
ネ
ー
『
農
業
国
の
経
済
的
統

治
の
縦
言
、
附
策
言
の
註
解
』

1
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
著
、

年
、
六
二
頁
。

(
3
)
花
戸
龍
蔵
著
『
財
政
原
理
学
説
』
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リ
ス
ト
教
授
は
こ
の
章
旬
を
重
視
し
て
、

「
ス
ミ
ス
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

る
尊
敬
の
念
が
む
し
ろ
皮
肉
な
感
じ
さ
え
伴
つ
て
わ
れ
わ
れ
に
響
い
て
く

て
オ
気
喚
発
」
と
讃
辞
を
あ
た
え
て
い
る
。

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
(

2

)

 

し
て
深
遠
な
創
始
者
」
と
尊
称
し
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
を
「
博
学
に
し

考
え
る
と
き
、
先
に
引
用
し
た
ス
ミ
ス
の
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
に
た
い
す

ス
ミ
ス
は
ケ
ネ
ー
を
「
こ
の
学
説
の
独
創
的
に

判
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
章
の
中
で
ス
ミ
ス
は
、

た
だ
フ
ラ
ン
ス
の
博
学
創
意
の
少
数
な
人
々
の
思
索
の
中
に
存
す
る
だ
け

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、

で
あ
る
。
従
来
世
界
の
如
何
な
る
部
分
に
も
い
ま
だ
何
ら
の
害
を
及
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
と
の
な
い
、
そ
し
て
ま
た
将
来
も
そ
の
お
そ
れ
の
断
じ
て
あ
る
ま
い
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

思
わ
れ
る
―
つ
の
学
説
の
誤
謬
は
、
こ
れ
を
長
々
と
検
討
す
る
価
値
は
た

、
、
、
、
、
、
、
(

4

)

し
か
に
あ
る
ま
い
。
」
（
傍
点
筆
者
）
、
と
述
べ
て
い
る
章
旬
と
あ
わ
せ

す
経
済
学
説
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
重
農
学
派
の
学
説
に
た
い
し
て
批

産
物
を
以
て
各
国
の
収
入
及
び
富
の
唯
一
の
も
し
く
は
主
た
る
源
泉
と
な

認
め
る
と
し
て
も
、
第
九
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、

四、

わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
観
点
を
肯
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

b
r
a
r
y
 
ed, 
p
p
.
 7
7
7ー

7
7
8
.
)

ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判

て
ー
不
徹
底
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
み
な
し
て
い
る
。

脱
し
切
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
ス
ミ
ス
の
学
説
が
ー
と
く
に
批
判
に
関
し

則
、
国
、
便
宜
の
原
則
、
四
、
徴
税
費
節
約
の
原
則
。

（
春
秋
社
）
昭
和
三
一

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

坂
田
太
郎
訳
『
ケ
ネ
ー
八
経
済
表
＞
』

(

7

)

ス
ミ
ス
の
「
課
税
四
原
則
」
1

1

日
、
平
等
の
原
則
ー
各
個
人

は
そ
の
収
入
に
比
例
し
て
納
税
す
る
こ
と
、
口
、

確
実
の
原

(Cf. ｀
 
A. S
m
i
t
n
,
 
"
W
e
a
l
t
h
 of Nations", M
o
d
e
r
n
 L
iー

ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
第
四
編
第
九
章
を
「
農
業
主
義
、
即
ち
土
地
の
生

「
こ
の
学
説

は
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
学
の
問
題
に
つ
い
て
こ

(

1

)

 

れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
真
実
に
最
も
近
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
」
と

思
想
の
あ
る
も
の
の
も
つ
れ
を
解
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
…

(

3

)

 

…
…
…
。
」
と
述
べ
、
ス
ミ
ス
が
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
影
蓉
か
ら
全
く

ら
、
ス
ミ
ス
が
丁
重
の
限
り
を
つ
く
し
て
そ
の
批
判
を
蔽
っ
た
事
実
を

「
土
地
の
生
産
物
を
以

、
、
、
、

て
各
国
の
収
入
及
び
富
の
唯
一
の
源
泉
と
な
す
こ
の
学
説
は
、
私
の
知
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
限
り
で
は
こ
れ
を
採
用
し
た
国
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ

祗
に
お
い
て
彼
自
身
の
理
論
と
衝
突
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
と
も
、
彼
ら
の

年、

一
六
八
頁
。

よ
り
受
け
た
る
印
象
が
強
く
し
て
容
易
に
消
し
難
く
、
そ
れ
が
た
め
に
根

ア
ト
の
学
者
達
を
尊
敬
を
以
て
せ
ず
し
て
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら

八
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に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
丁
重
な
讃
辞
は
駁
論
に
力
を
与
え
る
に
役
立
つ
。
蓋

な
す
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
判
決
は
そ
れ
だ
け
に
一
層
正
し
く
な
る
に
違

(

5

)

 

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
あ
た
か
も
ス
ミ
ス
が
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

な
ぜ
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
は
第
九
章
の
冒
頭
に
お
い
て
重
牒
学
派
を
非
難

し
て
お
り
、
中
程
で
い
わ
ゆ
る
「
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
に
関
す

「
こ
の
学
説
の
教
え
る
と
こ
ろ
は
、
あ

(

6

)

 

ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
正
当
で
あ
り
且
つ
ま
た
寛
大
に
し
て
自
由
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
ス
ミ
ス
は
重
農
学
派
に
た
い
し
て
は
批
判
的
な
態

度
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
か
ら
影
響
を
受
け
る
と
こ
ろ
も
ま

た
多
か
っ
た
た
め
彼
自
身
の
理
論
的
態
度
が
あ
い
ま
い
に
な
ら
ざ
る
を
得

註

(
1
)
A
.
S
m
i
t
h
,
'
＾
 
W
e
a
l
t
h
 of N
a
t
i
o
n
s
"
,
 
M
o
d
e
r
n
 
L
i
b
r
a
r
y
 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
幾
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

な
か
っ
た
、
と
み
な
す
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

八

(
3
)
 G
i
d
e
 et 
Rist, 
Ibid., 
p. 
7
3
.
 

宮
川
訳
九
二
頁
。

(

4

)

 
A
.
 S
m
i
t
h
,
 "
W
e
a
l
t
h
 of 
N
a
t
i
o
n
s
 ̀》＂
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

e
d
 `
 
p. 
6
2
7
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
三
五
頁
。

(5)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 ̂
'Oeuvres", 
X
I
V
.
 
島
津
、

一
巻
、
九
頁
参
照
，

es", 
1
9
4
5
,
 

p. 
7
8
.
 

二
三
頁
。
）

菱
山
訳
（
第

「
ス
ミ
ス
は
彼
と
競
争
的
な
地
位
に
た
っ

・
・
・
ス
ミ
ス
は
競
争
相
手
の
特
徴
と
し
た
方
法
を
自
分
の
も
の
と

し
て
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
E
d
u
a
r
d
 H
e
i
m
a
n
n
,
'
＾
 
H
i
s
t
o
r
y
 of 
E
c
o
n
o
m
i
c
 D
o
c
t
r
i
nー

村
浩
訳
『
経
済
学
説
史
』
八
中
央
公
論
社
＞
昭
和
二
九
年
、
一

(

6

)

 

A
.
 S
m
i
t
h
 ^̀
よ
V
e
a
l
t
h
of Nations", 
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

五
、
重
農
学
派
の
学
説
の
現
実
性
と
ス
ミ
ス
の
非
難

ed, p
.
 
6
4
2
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
四
六
一
頁
。

エ
ド
ウ
ア
ー
ド
・
ハ
イ
マ
ン
著
、
喜
多

る
批
判
」
を
行
い
、
そ
の
後
に
、

ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
を
批
判
し
、
非
難
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
如
き
オ
ン
ケ
ン
教
授
の
見
解
は
少
し
う
が
ち
す

ハ
イ
マ
ン
教
授
も
、

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
か
の
如
く
に
み
な
し
て
い
る
。

ア
ト
を
ほ
め
て
お
け
ば
そ
れ
だ
け
に
彼
ら
を
け
な
す
点
に
お
い
て
効
果
的

し
か
く
の
如
き
す
ぐ
れ
た
方
法
で
述
べ
て
お
い
て
結
局
は
こ
の
原
理
を
け

(
2
)
 Ibid., 
p. 
6
3
7
.
 

同
上
、
四
五
二
頁
。

る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
オ
ン
ケ
ン
教
授
は
、

「
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト

ed, p
.
6
4
2
•
大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
六
一
頁
。
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不
充
分
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
の
こ
の
不
徹
底
は
、
彼

が
ケ
ネ
ー
の
「
土
地
に
た
い
す
る
直
接
単
一
税
の
理
論
」
に
関
し
て
触
れ

さ
て
、
ス
ミ
ス
は
、
重
農
学
派
こ
と
に
ケ
ネ
ー
の
学
説
を
誤
解
乃
至
は

度
影
響
を
及
ぽ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
が
、
従

み
な
ら
ず
、
ま
た
、
農
業
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
政
府
の
行
政
に
あ
る
程

来
苦
悩
し
て
い
た
圧
制
の
内
の
あ
る
も
の
か
ら
免
れ
た
の
も
ま
た
彼
ら
の

(

3

)

 

説
明
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
」
、
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
の
土
地
契
約
期
間

の
改
善
を
そ
の
良
い
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
は
重

(

4

)

 

「
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
学
説
」
と
一
蹴
し
て
お

一
七
六
九
年
よ
り
彼
の
領
土
内
の
三
行
政
区

(
C
o
m
-

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
は
典
型
的
な
啓
蒙
君
主
で
あ
り
、
重
農
学
派
の
信
奉

ス
は
か
く
の
如
く
述
べ
て
お
き
な
が
ら
、
同
じ
く
第
九
章
の
中
で
、

ら
の
著
作
は
、
彼
ら
の
国
に
と
つ
て
相
当
な
貢
献
を
な
し
、
従
来
十
分
に

農
学
派
の
学
説
を
、
「
こ
の
学
説
は
相
当
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
」
こ
と
を
認
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
観
が
い

か
に
不
徹
底
で
あ
り
、
矛
盾
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ

(

5

)

 

な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

農
学
派
理
解
の
不
徹
底
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
い
う
る
で

あ
ろ
う
。

ー
一
七
七
四
年
（
ケ
ネ
ー
死
亡
の
年
）
に
チ
ュ
ル
ゴ
ー
が
大
臣
に
任
ぜ
ら

(

7

)

．
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ケ
ネ
ー
の
計
算
し
た
課
税
率
は
、
ネ
ッ
ケ
ル
の
計
算
に
よ
る

予
算
（
一
七
八
一
年
度
革
命
政
府
予
算
）
と
ほ
ぼ
同
一
の
六
億
一
千
万
フ

(

8

)

 

ラ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

B
a
d
e
n
)

が
「
直
接
単
一
税
」
を
彼
の
領
土
に
お
い
て
採
用
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

者
で
あ
っ
た
が
、

(
M
a
r
k
g
r
a
f
 
V
o
n
 

き
な
が
ら
、

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
が
公
刊
さ
れ
る
二
年
前

事
実
、
ケ
ネ
ー
の
学
説
は
、
現
実
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

研
究
を
尽
し
て
な
か
っ
た
多
く
の
問
題
を
一
般
的
の
論
義
に
上
ぽ
せ
た
の 「彼

ス
ミ
ス
は
重
農
学
派
の
学
説
を
、

(

1

)

 

採
用
し
た
国
は
な
い
。
」
、
ま
た
、

(

2

)

 

説
」
と
称
し
た
が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
ス
ミ
ス
の
誤
謬
で
あ
る
。
ス
ミ

「
将
来
も
そ
の
お
そ
れ
の
な
い
学

オ
ン
ケ
ン
教
授
は
、

た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
ケ
ネ
ー
の
学
説
の
説
明
に
あ
た

つ
て
『
土
地
単
一
税
』
論
を
等
閑
に
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
明
ら
か
に
了

(

6

)

 

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
章
句
は
ス
ミ
ス
の
重

「
ス
ミ
ス
の
批
判
全
体
が
い
か
に
軽
卒
に
な
さ
れ

「
私
の
知
れ
る
限
り
で
は
、
こ
れ
を

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
索
描
（
田
中
）

て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
容
易
に
知
り
う
る
の
で
あ
る
。 八
四
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ケ
ネ
ー
の
学
説
及
び
研
究
態
度
は
、
従
来
に
お
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
な

オ
ン
ケ
ン
教
授
も
述
べ
る
如
く
、

は
、
か
つ
て
適
用
さ
れ
も
し
な
か
っ
た
し
、
将
来
も
恐
ら
く
適
用
さ
れ
る

こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
学
問
上
の
存
在

(
1
2
)
 

理
由
は
決
し
て
否
認
さ
れ
て
い
な
い
。
」
の
で
あ
る
。

単
な
る
個
々
の
経
済
現
象
や
経
済
問
題
の
孤
立
的
な
説
明
や
、
政
策
論
を

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
索
描
（
田
中
）

「
ま
こ
と
に
。
フ
ラ
ト
ン
の
政
治
論

「
単
に
少

る。 発
見
し
よ
う
と
い
う
、

八
五

積
極
的
な
研
究
態
度
を
示
さ
れ
て
い

が
、
内
田
教
授
は
、
ス
ミ
ス
自
身
の
矛
盾
し
た
表
現
を
手
が
か

ミ
ス
の
批
判
は
当
を
得
て
い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

内
田
義
彦
教
授
も
述
べ
て
い
ら
れ
る

ま
た
、
た
と
え
重
農
学
派
の
学
説
が
ス
ミ
ス
の
言
う
如
く
、

(
1
1
)
 

数
の
フ
ラ
ン
ス
人
達
の
思
索
の
中
の
み
」
に
存
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ス

(

5

)

ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
観
が
矛
盾
に
近
い
も
の
で
あ
る
、
と
い

(

4

)

 Ibid. 
p. 
6
2
7
.
 

同
上
、
四
三
五
頁
。

つ
て
、
ス
ミ
ス
の
非
難
は
誤
謬
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

(
3
)
 Ibid., 
p
p
.
 6
4
2
ー
-
6
4
3
.

同
上
、
四
六
二
頁
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
重
農
学
派
の
学
説
は
現
実
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

m
u
n
e
s
)

に
お
い
て
「
直
接
単
一
税
」
の
実
験
に
と
り
か
か
つ
て
い
る
。

こ
の
実
験
に
よ
っ
て
、
三
行
政
区
の
内
、
二
区
が
四
年
後
に
放
棄
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が

(
1
7
7
2
-
1
7
7
6
)

、
残
り
の
一
区
は
不
成
績
な
が
ら
も

(

9

)

 

一
八

0
二
年
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
当
時
の
憲
法
議
会
は
、
ケ
ネ
ー
及
び
フ
ィ
ジ

オ
ク
ラ
ア
ト
の
思
想
の
影
轡
を
受
け
、
歳
出
を
五
億
に
制
限
し
、
そ
の
半

分
の
二
億
四
千
万
フ
ラ
ン
を
土
地
か
ら
の
純
生
産
物
に
仰
い
で
い
る
の
で

(
1
0
)
 

あ
る
。

‘.o 
し 脱

し
た
と
こ
ろ
の
社
会
的
に
結
合
し
た
人
間
の
経
済
活
動
及
び
こ
れ
に
伴

う
経
済
現
象
や
経
済
組
織
を
体
系
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
科
学
的
で
あ
る
、
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
、
ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
の
学
説
の
も
つ
科
学
的
価
値
を

卒
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
今
更
こ
こ
に
言
う
ま
で
も
な

註
(

1

)

A. S
m
i
t
h
,
'
＾
 
W
e
a
l
t
h
 o
f
 
N
a
t
i
o
n
s
"
,
 M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

ed, 
p. 
6
2
7
•大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
三
五
頁
。

(

2

)

 

Ibid., 
p. 6
2
7
.
 

同
上
、
四
三
五
頁
。

り
と
し
て
、
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
ス
ミ
ス
の
一
貫
し
た
立
場
を

（
内
田
義
彦
著
『
経
済
学
の
生
誕
』
八
未
来
社
＞
一
九
五

四
年
、
二
八
九
ー
ニ
九
二
頁
参
照
。
）

(6)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 "
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 
X
V
I
I
.
 島
津
、
菱
山
訳
（
第
一
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て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

よ
び

巻
）
、
一
四
頁
。

(
7
)

チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
一
七
七
四
年
七
月
二

0
日
附
海
軍
大
臣
に
任

文
庫
＞
昭
和
二
九
年
、
解
題
七
頁
参
照
。
）

述
を
借
り
れ
ば
、

は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
史
に
お
け
る
最
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
瞬

間
で
あ
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。

五
七
頁
註
3
0

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
の
「
直
接

マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
、
ガ
プ
リ
エ
ル
・
ア
ル
ダ
ン
共
著
『
経

（
島
恭
彦
著
『
近
世
租
税
思
想

史
』
八
有
斐
閣
＞
昭
和
二
三
年
、
三
二

0
頁
参
照
。
）

(
8
)
 G
i
d
e
 et 
R
i
s
t
 
Ibid., 
p.45. F
o
o
t
 n
o
t
e
 
(
1
)
.
 
宮
川
訳
、

(
9
)
 Ibid., 
p. 
50. 
同
上
、
六
四
頁
参
照
。

な
お
ヒ
ッ
グ
ス
は
、

H
i
l
d
e
b
r
a
n
d

の^^

J
a
h
r
b
i
l
c
h
e
r
"
,
 1872. 

Vol.ii,p.l 
E
m
m
i
n
g
h
a
u
s
 1l
よ
っ
て
上
J

え
ら
れ
た
説
明
、
お

:
 Ep
h
e
m
e
r
i
d
e
s
 :'
1
7
7
1
,
 
Vols, 
ivー
ー

<iiー
を
会
夕
昭
や
し

頭
で
あ
る
チ
ュ
ル
ゴ
ー
が
政
界
に
乗
り
出
し
た
と
言
う
こ
と

マ
ル
ク
ス
も
認
め
て
い
る
如
く
（
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
）
、

「
ま
こ
と
に
重
農
学
派
経
済
学
の
最
後
の
巨

重
農
主
義
学
説
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
積
極
的
な
影
響
—

チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
大
蔵
大
臣
就
任
に
つ
い
て
の
島
恭
彦
教
授
の
論

（
チ
ュ
ル
ゴ
ー
著
、
永
田
清
訳
『
富
に
関
す
る
省
察
』

A
岩
波

た
が
僅
か
五
週
間
後
に
大
蔵
大
臣
に
転
じ
た
。

ぜ
ら
れ
、
植
民
地
の
奴
隷
廃
止
そ
の
他
の
政
策
を
準
備
し
て
い

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
晨
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

単
一
税
」
の
実
験
は
、
一
七
七

0
年
に
は
じ
ま
り
、
一
七
九
二

年
ま
で
継
続
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(Cf.,H• 

H
i
g
g
s
,
 

^^
 
T
h
e
 
P
h
y
s
i
o
c
r
a
t
s
,
 
S
i
x
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
o
n
 
t
h
e
 
F
r
e
n
c
h
 

E
Cミ
1omistes

o
f
 
t
h
e
 
1
8
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
"
,
 
1892. 
p. 
86. 

ヒ
ッ
グ
ス
著
、
住
谷
一
彦
訳
『
重
農
学
派
』
八
未
来
社
＞
一
九

五
七
年
―
―
八
ー
―
一
九
頁
参
照
。
）

(10) 
G
i
d
e
 et 
Rist, 
Ibid., 
p. 
51. 
{o!I
川
訳
、
六
五
頁
。

わ
れ
わ
れ
も
、
こ
れ
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(Cf., 
P
i
e
r
r
e
 
M
e
n
d
e
s
 !?ranee 
et 
G
a
b
r
i
e
l
 A
r
d
a
n
t
.
 

"
L
a
 S
c
i
e
n
c
e
 
e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
 et 
l'action", 
1954, 
p.8. 

済
学
と
経
済
政
策
」
八
日
本
経
済
新
聞
社
＞
昭
和
三
一
年
、
ニ

ー
三
頁
。

横
山
正
彦
著
『
重
農
主
義
分
析
』
八
岩
波
書
店
＞
昭
和
三
三

年
、
二

0
1
―
―
頁
。
）

(
1
1
)
 
A
.
 S
m
i
t
h
,
 "
W
e
a
l
t
h
 o
f
 n
a
t
i
o
n
s
"
,
 
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

ed, 
p. 
6
2
7
.
 

八
六



1. 9 I 

本
的
問
題
と
関
連
せ
し
め
て
素
描
し
て
み
よ
う
。

八
七

「
金
銭
的
富
は
、
…
…
農
業
、
水
運
業
、

農
学
派
観
乃
至
批
判
が
不
徹
底
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
る
富
で
は
な
い
。
貨
幣
は
、

人
間
の
需
要
を
充
す
こ
と
が
で
き
ぬ

ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
に
た
い
す
る
批
判
の
主
要
な
る
も
の
は
、
重
農
学

前
者
に
つ
い
て
は
、

(
I
)
 

六、

者
は
使
用
価
値
と
売
上
価
値
の
両
者
を
併
有
す
る
財
（
有
償
財
）
で
あ
っ

な
か
っ
た
。
」

に
不
利
な
る
地
位
を
与
え
る
方
が
自
分
の
た
め
に
な
る
と
思
っ

わ
ち
、

「
ス
、
、
、
ス
は
自
己
固
有
の
原
理
に
近
い
ケ
ネ
ー
の
学
説

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
価
値
あ
っ
て
の
収
入
で
あ
る
。
）
わ
れ
わ
れ
は
国
内
に
お
い
て
、
使
用 ヽ

「
（
売

(12)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 "
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 xv. 

巻
）
、
一

0
ー
―
―
頁
。

島
津
、
菱
山
訳
（
第
一

オ
ン
ケ
ン
教
授
は
同
箇
所
で
ま
た
つ
ぎ
の
如
く
述
べ
る
。
す
な

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
修
正
（
重
農
学
派
批
判
の
修
正
）
を
し

「
生
産
的
労
働
」
と
「
不
生
産
的
労
働
」

と
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判

派
が
農
業
を
生
産
的
産
業
と
し
て
、
商
・
工
業
を
不
生
産
的
産
業
と
し
た

こ
と
に
関
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
る
如
く
ス
ミ
ス
の
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ス
ミ
ス
の
重

こ
の
問
題
に
関
し
て
ケ
ネ
ー
の
述
べ
て
い
る
「
富
の
概
念
」
と
い
う
根

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

な
わ
ち
、
ケ
ネ
ー
は
財
を
無
償
財

(biens
gratuit)
と
有
償
財

(hie1
 

価
値
を
有
し
て
い
て
売
上
価
値
を
有
し
て
い
な
い
財
を
、
使
用
価
値
と
売

(

1

)

 

上
価
値
と
を
有
し
て
い
る
富
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
使
用
価
値
の
み
を
有
し
（
無
償
財
）
、
後

て
、
こ
れ
こ
そ
が
ケ
ネ
ー
の
言
う
「
富
」
で
あ
る
。

ケ
ネ
ー
は
富
を
金
銭
的
（
貨
幣
）
富

(richesse
pecuniaire)
と
真

実
の
富

(veritable
richesse, 
richesse 
reele)
と
に
わ
け
て
い
る
。

「
そ
れ
は
商
業
に
お
い
て
、
実
際
の
富
の
価
値
を
表

わ
す
と
こ
ろ
の
国
内
に
お
け
る
補
助
的
な
ま
た
は
仮
り
の
且
つ
流
颯
す
る

富
の
基
本
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
自
身
で
は
、
再
生
産

し
、
ま
た
貨
幣
は
運
も
貨
幣
を
産
む
こ
と
が
な
い
。
実
際
の
富
が
な
け
れ

(

2

)

 

ば
金
銭
的
富
は
不
妍
の
且
つ
無
用
の
富
で
あ
ろ
う
…
…
。
」
と
述
べ
、
実

＇ 際
の
富
に
結
び
つ
か
な
い
場
合
、

n
s
 c
o
m
m
e
r
c
;
a
b
l
e
)
と
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。

ケ
ネ
ー
は
、

ケ
ネ
ー
は
、

「
富
」
に
関
し
て
は
先
づ
「
財
」
か
ら
述
べ
て
い
る
。
す
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で
あ
る
。

し
て
い
る
。
そ
こ
で
も
う
少
し
ケ
ネ
ー
の
「
富
」
の
理
論
に
つ
い
て
関
説

し
よ
う
。

と
言
つ
に
、
そ
れ
は
自
然
を
し
て
そ
の
生
産
性
を
発
揮
さ
せ
る
前
提
と
な

る
富
で
あ
っ
て
、

「
そ
れ
を
享
受
し
、
安
楽
を
得
、
且
つ
生
活
の
需
要
を

満
足
す
る
た
め
の
、
常
に
再
生
し
、
常
に
欲
求
さ
れ
且
つ
常
に
支
払
わ
れ

(

5

)

 

る
富
」
で
あ
り
、
こ
の
富
こ
そ
が
国
家
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
こ
の
富
の
再
生
産
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
か
と
い
う
に
、
富
の
源
泉

に
つ
い
て
は
、
ケ
ネ
ー
が
、
「
土
地
は
富
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
り
、
富
を

(

6

)

 

倍
加
す
る
の
は
農
業
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
農
業
（
土
地
）

ケ
ネ
ー
の
説
く
真
実
の
富
と
は
い
か
な
る
意
味
内
容
を
持
つ
て
い
る
か

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
は
ケ
ネ
ー
の
「
富
」
に
関
す
る
銀
念
を
誤
解

地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

義
の
農
業
を
国
家
の
繁
栄
と
富
の
源
泉
と
み
な
し
た
け
れ
ど
も
、
ス
ミ
ス

、
、
、

の
言
う
如
く
こ
れ
ら
を
土
地
の
生
産
物
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
決
し
て
し

ケ
ネ
ー
の
言
う
富
は
具
体
的
に
は
、
土
地
に
資
本
（
金
銭
的
富
）
を
投

富
」
、
後
者
を
「
不
生
産
的
な
富
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

農
業
の
み
が
「
純
生
産
物

(
p
r
o
d
u
i
t
,
 
n
e
t
)
」
を
産
む
の
で
こ
れ
を
「
生

富
」
と
「
工
業
の
富
」
等
で
あ
る
が
、
ケ
ネ
ー
は
、
前
者
を
「
生
産
的
な

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
種
の
富
（
真
実
の
富
）
は
「
農
業
の

下
せ
し
め
、
農
業
に
投
下
せ
ら
れ
る
労
働
力
と
に
よ
っ
て
再
生
産
な
ら
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
の
人
々
は
何
時
も
土
地
な
ら
び
に
広

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
有
名
な
章
旬
が
後
に
多
く
の
誤
解
を
ま
ね
く
余

ス
ミ
ス
は
以
上
の
ケ
ネ
ー
の
学
説
を
認
め
て
、

に
反
対
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
国
民
の
富
は
貨
幣
と

対
外
商
業
、
手
工
業
の
加
工
品
並
び
に
主
権
者
の
収
入
を
犠
牲
に
し
て
形

(

3

)

 

成
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ケ
ネ
ー
が
重
商
主
義
的
思
想

い
う
消
費
し
得
な
い
富
で
は
な
く
て
、
年
々
に
再
生
産
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

消
費
財

(
t
h
e

c
o
n
s
u
m
a
b
l
e
 
g
o
o
d
s
)
で
あ
る
と
し
た
こ
と
・
…
•
•
こ
の

(

4

)

 

学
説
は
正
当
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
l

索
描
G

田
中
）

「
農
業
主
義
、
即
ち
、
土
地
の
生
産
物
を
以
て
各
国
の
収
入
及
び
富

(

7

)

 

の
唯
一
の
も
し
く
は
主
た
る
源
泉
と
な
す
経
済
学
説
」
と
定
義
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
「
国
富
論
」
の
開
巻
に
お
い
て
、

を、

「
す
べ
て
の
国
民
の
年

々
の
労
働
は
…
…
そ
の
生
産
物
を
以
て
他
国
民
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ

(

8

)

 

る
。
」
、
す
な
わ
ち
、
労
働
こ
そ
が
富
の
真
実
の
源
泉
で
あ
る
、
と
述
べ

て
そ
の
出
発
点
よ
り
重
農
学
派
の
理
論
と
全
く
反
対
の
態
度
を
示
そ
う
と

ス
ミ
ス
は
こ
の
点
を
狭
く
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
重
農
学
派
の
学
説

八
八
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ア
ダ
ム
・
ス
、
、
、
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

ケ
ネ
ー
の
言
う
「
富
」
と
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
如
く
書
き
示
し
う
る
。

無
償
財

(
b
i
e
n
s
g
r
a
t
u
i
t
)

使
用
価
値

使
用
価
値

財
l

有
欝
財

(bi
e
n
s
 
c
o
m
m
e
r
i
;
a
 ble)
ー
｛
売
上
価
値

――
 

具
体
的
に
は
、
土
地
に
資
本
（
金
銭
的
雷
）
を
投
下
せ
し
め
、
農
業
に
投

下
せ
ら
れ
る
労
働
力
に
よ
っ
て
再
生
産
な
ら
し
め
ら
れ
る
も
の
゜
ー

｛
農
業
の
富
（
「
純
生
産
物
」
を
産
む
)
|
|
「
生
産
的
な
富
」

富

工
業
の
富
（
手
工
業
に
よ
る
加
工
品
）
ー
「
不
生
産
的
な
富
」

の
富
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ミ
ス
の
言
う
如
く
、

八
九

な
わ
ち
「
純
生
産
物
」
を
生
じ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
つ

「
不
生
産
的
」
と
言
う
名
を
冠
せ
ら
れ
た
か
ら
と
い
つ
て
そ
れ
は
ス

「
商
・
工
業
者
階
級
を
不
妍
的
あ
る
い
は
不
生
産
的
階
級
と
い
う
屈

(

1

1

)

 

辱
的
名
称
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
貶
そ
う
と
し
た
」
の
で
は
決
し
て
な
い

し、 て、

「
農
業
の
み
を
尊
敬
し
て
生
産
的
と
特
別
に
」
称

的
と
い
う
の
は
、
富
を
産
む
や
否
や
の
問
題
で
は
な
く
、
剰
余
の
部
分
す

出
す
場
合
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
生
産
的
、
不
生
産

合
と
価
値
の
増
加
す
な
わ
ち
生
産
が
生
産
費
以
上
に
剰
余
の
部
分
を
産
み

て
は
、
価
値
の
附
加
（
商
・
工
業
）
と
価
値
の
増
加
（
農
業
）
と
は
質
的

と
言
い
、
そ
の
他
を
「
不
生
産
的
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
ケ

は
農
業
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
農
業
を
「
生
産
的
」

産
的
な
富
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

収
入
を
構
成
す
る
年
々
の
富
は
、
一
切
の
支
出
を
回
収
し
て
、
ひ
と
が
土

(

9

)

 

地
か
ら
抽
き
出
す
と
こ
ろ
の
利
潤
を
形
造
る
と
こ
ろ
の
生
産
物
で
あ
る
。
」

と
定
義
し
て
い
る
如
く
、
そ
れ
は
一
切
の
支
出
（
年
々
の
投
下
資
本
）
を

回
収
し
て
な
お
そ
れ
以
上
に
残
り
う
る
部
分
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ネ
ー
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
「
工
業
の
富
」
は
「
手
工
業
」
に
よ
る
加
工

品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
の
収
入
の
富
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
、
そ
れ
自
身
で
は
土
地
の
収
入
に
よ
っ
て
の
み
更
新
さ
れ
う
る
不
柾

親
の
死
を
補
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
人
口
増
殖
に
何
ら
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は

す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
は
、

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
人
以
上
の
子
供
を
持
つ
両
親
の
み
が
子
供
を

産
ん
だ
と
言
い
、
二
人
を
産
ん
だ
親
は
不
妍
で
あ
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ

う
か
。
商
・
工
業
者
は
た
と
え
剰
余
を
生
ぜ
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
生
産

(
1
0
)
 

し
な
い
と
は
言
え
な
い
で
は
な
い
か
。
」
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
ス
ミ
ス
の
誤
謬
で
あ
る
。
け
だ
し
、
ケ
ネ
ー
に
お
い

に
異
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
ケ
ネ
ー
は
単
に
生
産
費
を
補
う
場

「
二
人
し
か
子
供
を
産
ま
な
い
結
婚
は
、
両

ケ
ネ
ー
の
こ
の
新
し
い
「
純
生
産
物
」
な
る
概
念
は
、
彼
が
「
国
民
の

用
語
に
関
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ス
ミ
ス
の
非
難
は
実
に
「
生
産
的
」
、

「
不
生
産
的
」
と
い
う
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た
の
で
あ
る
。
三
生
産
階
級
す
な
わ
ち
、
農
・
エ
・
商
業
に
同
時
に
適
用

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

の
」
の
区
別
を
し
た
の
で
は
な
く
、

「
用
語
」
の
区
別
を
し
て
い
る
に
す

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
の
批
判
は
、
ケ
ネ
ー
乃
至
フ

評
価
し
、
商
・
工
業
を
余
り
に
も
低
く
評
価
し
す
ぎ
た
」
の
で
は
決
し
て

の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
る
す
一
素
描
（
田
中
）

換
言
す
れ
ば
、
ケ
ネ
ー
は
、
ス
ミ
ス
の
言
う
如
く
「
嬰
業
の
み
を
高
く

ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
「
想
定
」
ま
た
は
理
論
的
実
質
に
た
い
す
る
批
判
で

は
な
く
て
、
単
に
「
生
産
的
」
と
言
う
言
葉
の
「
重
牒
主
義
的
用
法
」
に

た
い
す
る
批
判
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア

ト
の
生
産
的
労
働
論
に
た
い
す
る
批
判
的
見
解
に
関
す
る
限
り
、
ス
ミ
ス

は
、
批
判
さ
る
べ
き
学
説
の
理
論
的
実
質
に
依
存
し
つ
つ
こ
の
学
派
の
概

(
1
2
)
 

念
想
定
に
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。(

1
3
)
 

以
上
の
如
き
ス
ミ
ス
の
「
意
外
な
非
難
」
は
明
ら
か
に
ス
ミ
ス
が
「
も

ス
ミ
ス
が
幾
度
も
く
り
返
し
て
い
る
「
不
生
産
的
、
不
妍
的
な
屈
辱
的

表
現
」
に
関
し
て
は
、
ス
ミ
ス
が
非
難
す
る
以
前
に
す
で
に
問
題
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
が
。
ハ
リ
ー
で
重
農
学
派
の
人
々
と
共
に
暮
し

て
い
た
時
代
に
、
こ
の
学
派
の
人
々
は
す
で
に
こ
の
争
論
の
渦
中
に
あ
っ

さ
れ
た
生
産
的
と
い
う
特
色
づ
け
は
、
ス
ミ
ス
唯
一
人
で
う
ち
た
て
ら
れ

連
せ
し
め
て
考
察
す
る
と
き
、
ス
ミ
ス
の
以
上
の
如
き
批
判
の
内
容
は
甚

た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
と
は
反
対
に
こ
れ
は
す
で
に
ケ
ネ
ー
に
対

立
す
る
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ム
学
説
の
擁
護
者
に
よ
っ
て
熱
烈
に
修
正
を

(

1

4

)

 

要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
。
ハ
リ
ー
滞
在
中
い
ろ
い
ろ

の
事
件
に
遭
遇
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
数
多
く
の
大
小
の
事
件
に
関
し
て

ケ
ネ
ー
は
諸
論
文
を
「
農
・
商
•
財
政
評
論
」
(
"
J
o
u
r
n
a
_
l

d
e
 I'agri-

culture, 
d
u
 c
o
m
m
e
r
c
e
 et 
d
e
s
 f
i
n
a
n
c
e
"
 1
7
6
6
,
)
 

hl1"'で
に
卒
士
表

(

1

5

)

 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
中
で
も
、
『

A
商
工
業
の
生
産
性
＞
に
関
す
る
H
氏
の
N
氏
に
対

、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
駁
論
に
つ
い
て
、
執
筆
者
各
位
に
対
す
る
N
氏
の
書
翰
」
（
一
七
六

六
年
六
月
）
の
む
す
び
の
箇
所
に
お
い
て
、

、
、
、

に
不
姫
的
で
あ
る
と
い
っ
た
だ
け
の
こ
と
を
把
え
て
批
難
し
た
ま
う
な
…

(
1
6
)
 

…
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
ケ
ネ
ー
の
章
句
は
ま
さ
に
ス
ミ
ス
に
た
い

し
て
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
が
商
業
を
ば
単

さ
て
、
ス
ミ
ス
は
商
工
業
を
除
く
少
な
く
と
も
官
吏
、
僧
侶
、
医
師
、

、
、
、

芸
術
家
等
の
如
き
知
的
労
働
者
を
「
不
生
産
」
と
称
し
て
い
る
が
、
彼
は

こ
れ
ら
の
階
級
を
軽
視
し
た
の
で
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同

様
に
、
ケ
ネ
ー
の
「
不
生
産
的
、
不
妍
的
」
と
い
う
用
語
も
何
ら
さ
げ
す

み
の
意
味
を
も
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ケ
ネ
ー
の
論
述
と
根
本
的
に
関

九
〇
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六
頁
。

く
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

の
最
初
の
態
度
を
、
最
後
迄
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
も
し
も
彼
が
商
工
業
に
従
事
す
る
労
働
者
も
ま
た
、
農
業
に
従
事
す

る
労
働
者
と
同
じ
く
、
剰
余
価
値
を
生
産
す
べ
き
こ
と
を
原
則
的
に
理
解

し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
態
度
を
二
重
に
す
る
必
要
を
感
じ
な
か

働
と
の
区
別
の
標
準
を
、
単
に
富
の
生
産
と
い
う
点
に
お
<
|
そ
の
場
合

に
は
、
農
業
の
よ
う
に
附
加
生
産
物
の
存
在
を
明
瞭
に
指
摘
し
得
る
と
き

に
の
み
、
剰
余
の
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
ー
の
と
、
こ
れ
を
価
値
の
生
産
と

い
う
点
に
お
く
の
と
は
、
著
し
く
異
な
っ
た
結
果
を
招
来
す
る
も
の
な
る

(

1

7

)

 

こ
と
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

註

(
1
)
F
•Q
u
e
s
n
a
y
,
 M
a
x
i
m
e
s
1
 ,よ
'
O
e
u
v
r
e
s
"
,
p. 
3
5
3
.
 

ケ
ネ
ー
『
鍛
言
』

I
坂
田
訳
『
ケ
ネ

I
A経
済
表
＞
』
ー
ニ

0

(2)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
I
m
p
o
t
s
 
(
E
c
o
n
o
m
i
e
 
Politique) 
P
a
r
 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労

に
、
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
労
働
の
み
を
生
産
的
労
働
と
す
る
と
い
う
彼

九

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
Article
 
inedit, 
a
v
e
c
 n
o
t
e
s
 
d
e
 
T
u
r
g
o
t
,
 

1
7
5
7
,
 
ー

e
•

Franc;ois 
Q
u
e
s
n
a
y
 et 
L
a
 Physiocratie", 

I• 

1
9
5
8
,
 
p. 
5
8
4
.
 

ケ
ネ
ー
『
租
税
論
』
ー
坂
田
訳
『
ケ
ネ

(
4
)
 A
.
 S
m
i
t
h
,
 
"
W
e
a
l
t
h
 o
f
 
Nations'̀
 ,
 Mo
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

ed, 
p. 6
4
2
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
六
一
頁
参
照
。

(5)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 G
r
a
i
n
s
 
(
E
c
o
n
o
m
i
e
 Politique), 
article 

d
e
 M
.
 Q
u
e
s
n
a
y
 le 
fils, 
Extrait
 
d
e
 I
'
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
e
,
 

1
7
5
7
,
 

|
 
"
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 
p. 
2
3
9
.
 

ケ
ネ
ー
『
穀
物
諭
』

I
坂

田
訳
『
ケ
ネ

I
A経
済
表
＞
以
前
の
諸
論
稿
』
ー
ニ
―
二
頁
。

(6)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 M
a
x
i
m
e
s
,
 "
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 
p. 
3
3
1
.
 

(
7
)
 A
.
 S
m
i
t
h
,
 ^^
 
W
e
a
l
t
h
 o
f
 
N
a
t
i
o
n
s
"
,
 
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

ed, 
p. 
6
2
7
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
―
二
五
頁
。

第
一
編
（
第
一
分
冊
）
、

(9)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 l
m
p
6
t
s
,
 "Fran~ois 

Q
u
e
s
n
a
y
 et 
L
a
 

Physiocratie", 
II, 
p. 
5
8
2
.
 

ケ
ネ
ー
『
租
税
論
』
ー
坂
田

訳
『
ケ
ネ
ー
八
経
済
表
＞
以
前
の
諸
論
稿
」
ー
三
五
四
頁
。

(
8
)
 Ibid., 
lvii. 
大
内
訳
、

一
五
頁
。

ー
鍛
言
ー
坂
田
訳
『
ケ
ネ
ー
八
経
済
表
＞
』

I
-
六
七
頁
参
照
。

(
3
)
 Ibid., 
p. 
5
8
1
.
 

同
上
、
三
五
二
頁
。

説
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
、
半
ば
こ
れ
を
是
認
し
た
た
め

ー
八
経
済
表
＞
以
前
の
諸
論
稿
』

I

三
五
七
頁
。

「
ス
ミ
ス
は
、
彼
が
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
重
農
学
派
の
学

だ
不
統
一
で
あ
り
、
不
徹
底
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
つ
ぎ
の
如

ケ
ネ



296 

も
高
尚
な
職
業
で
さ
え
も
、
か
か
る
形
容
を
甘
ん
じ
て
受
け
と

「
こ
の
よ
う
な
形
容
は
何
ら
不
快
さ
を
有
し
な
い
。
商
業
よ
り

の
こ
と
は
必
ず
し
も
す
べ
て
が
ス
ミ
ス
の
誤
解
と
不
徹
底
と
に
よ
る
も
の

と
述
べ
て
、

ケ
ネ
ー
自
身
の
章
句
を
引
用
し
て
い
る
。
ー
ー
_

誤
解
と
不
徹
底
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
み
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

を
反
駁
し
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
は
発
見
し
難
い
で
あ
ろ
う
」

以
上
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
観
乃
至
批
判
の
一
面
性
が
彼
の

(rr) 

(17)
堀
経
夫
著
前
掲
書
、

(14) 
Ibid., 
xvi. 
同
上
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
晨
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

(10) 
A
.
S
m
i
t
h
 ̀

^
•wealth 

o
f
 
N
a
苦
ns",
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

に
お
け
る
「
農
業
主
義
を
め
ぐ
つ
て
」

(13) 
Cf., F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
"
O
e
u
v
r
e
s
"
 `
 
xvii. 
島
津
、
菱
山
訳

（
第
一
巻
）
、

一
三
頁
参
照
。

―
二
頁
。

（
高
島
善
哉
編
集
『
ス

一
三
五

「
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
著
作
に
し
て
、

オ
ン
ケ
ン
教
授
は
、

、
、
、
、

不
生
産
的
な
る
表
現
は
あ
る
屈
辱
的
な
述
ぺ
方
だ
と
い
う
非
難

る
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
司
祭
職
・
裁
判
官
・
軍
人
は
有
益
な

役
割
を
は
た
す
が
、
そ
の
機
能
に
関
し
て
は
不
姫
的
階
級
に
属

し
て
い
る
…
…
物
的
な
区
別
は
何
ら
品
位
に
影
響
し
な
い
し
、

人
間
の
自
尊
心
に
は
殆
ど
無
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
云

(Ibid., 
xvl. 
同
上
、
一
―
頁
。
）

(16) 
Cf., F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
L
e
t
t
r
e
 
d
e
 M
.
N
.
 A
u
t
e
u
r
s
,
 etc., 

a
u
 Sujet 
d
e
 /'objection 
q
ミ

i
lui 
a
 ete 
faite p
ミ

~
M
•
H
·

r
e
l
a
t
i
v
e
m
e
n
t
 a
 L'
I
n
d
u
s
t
r
i
e
,
 Juin, 1
7
6
6
,
'

＾
 
O
e
u
v
r
e
s
"
,
 

、
、
、

に
関
す

p
.
4
4
5
,
 
p
.
4
9
3
.
 

ケ
ネ
ー
『

A
商
工
業
の
生
産
性
＞

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
・

る
H
氏
の

N
氏
に
対
す
る
駁
論
に
つ
い
て
、
執
筆
者
各
位
に
対

（
第
三
巻
）
一
七
七
頁
。
二
五

0
頁
参
照
。

1
0
八
頁
。

で
あ
る
こ
と
を
ば
決
し
て
意
味
し
な
い
。
ス
ミ
ス
は
重
農
主
義
を
フ
ラ
ン

ス
の
重
商
主
義
す
な
わ
ち
コ
ル
ベ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
対
立
せ
し
め
て
、
「
諺
に

い
う
曲
げ
す
ぎ
た
竿
は
、
反
対
に
同
じ
位
曲
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
農
業
は

す
る
N
氏
の
書
翰
（
一
七
六
六
年
六
月
）
』
ー
島
津
、
菱
山
訳

頁
。
）

ミ
ス
国
富
論
講
義
四
』
八
春
秋
社
＞
昭
和
二
六
年
、

(12)
平
田
清
明
ー
「
ケ
ネ
ー
と
ス
ミ
ス
」
ー
『
国
富
論
』
第
四
編

(11) 
Ibid., 
p
.
6
2
8
.
 

同
上
、
四
三
七
ー
四
三
八
頁
。

(15) Cf•• 

Ibid., 
xvl. 
同
上
、
―
二
頁
参
照
。

参
照
。

ed, 
p. 
6
3
9
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
五
五
ー
四
五
六
頁

々
。
」

九
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「
生
産
性
」
を
見
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
が

「
重
農
学
派
的
用
語
」
に
む
け
ら
れ
て
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
そ
れ

れ」

九

（
す
な
わ
ち
農
業
資
本
主
義
の
立
場
の
み
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
い
た

で
は
、
何
故
重
農
学
派
の
思
想
・
学
説
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
同
時
代

批
判
が
、

と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

「
生
産
的
労
働
」
、

は
ス
ミ
ス
の
誤
解
で
あ
る
と
し
て
も
、
．
ス
ミ
ス
が
「
工
業
」
に
お
け
る

「
純
生
産
物
」
を
生
み
出
す
階
級
す
な
わ
ち
「
生
産
階
級
」
を
「
農
業
」

(

3

)

 

の
み
に
し
か
見
出
せ
え
な
か
っ
た
「
古
拙
」
に
比
し
て
、
た
し
か
に
一
段

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
索
描
（
田
中
）

で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ミ
ス
の
思
想
・
学
説
に
遅
れ
て
い
た
の
か
。

否
、
遅
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
重
農
学
派
の
「
遅

「
不
生
産
的
労
働
」
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の

は
そ
れ
だ
け
遅
れ
、
ス
ミ
ス
の
思
想
・
学
説
は
そ
れ
だ
け
進
ん
で
い
た
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
し
か
に
ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
の
思
想
・
学
説

層
進
め
て
産
業
資
本
主
義
の
発
展
の
事
実
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

保
護
ー
独
占
の
体
系
と
し
て
の
、
か
つ
理
論
的
に
は
富
の
増
殖
を
流
通
に

お
い
て
把
握
し
た
に
す
ぎ
な
い
重
商
主
義
の
政
策
、
及
び
理
論
に
た
い
す

る
、
根
源
的
な
批
判
の
意
味
を
ス
ミ
ス
は
ケ
ネ
ー
に
お
い
て
み
た
。
た
だ

そ
れ
が
反
動
的
に
農
業
に
固
定
化
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
て

(

2

)

 

そ
れ
を
あ
や
ま
れ
る
固
定
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
」
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
が
農
業
資
本
主
義
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
、

そ
れ
以
上
進
歩
し
な
か
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
を
よ
り
一

点
筆
者
）

各
国
の
収
入
及
び
富
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
学
説
（
ン
ス
テ
ム
）
を

見
え
る
。
す
な
わ
ち
コ
ル
ベ
ー
ル
氏
の
方
策
は
都
会
の
産
業
を
農
村
の
そ

れ
に
比
し
て
た
し
か
に
あ
ま
り
に
も
高
く
評
価
し
す
ぎ
て
い
た
が
、
か
れ

ら
の
学
説
は
、
た
し
か
に
ま
た
あ
ま
り
そ
れ
を
低
く
評
価
し
す
ぎ
て
い
る

(

1

)

 

か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
は
重
農
主

義
を
単
に
コ
ル
ベ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
た
い
す
る
反
動
と
し
て
の
み
と
ら
え
て

い
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
内
田
義
彦
教
授
が
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
「
…
…

（傍

提
唱
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
は
、
こ
の
諺
の
公
理
を
採
用
し
た
よ
う
に

す
な
わ
ち
、
重
農
学
派
は
「
農
業
」
の
み
を
生
産
的
で
あ
る
（
農
業
資

、
、
、
、
、

本
主
義
）
と
し
て
、
自
然
法
観
の
立
場
よ
り
社
会
の
発
展
を
非
連
続
的
か

、
、
、
、

つ
絶
対
的
で
あ
る
と
な
し
、

「
工
業
」
の
発
展
（
産
業
資
本
主
義
）
を
見

出
す
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ス
ミ
ス
は
、
自
然
法
が

実
現
さ
れ
な
く
て
も
あ
る
程
度
社
会
は
発
展
し
う
る
し
、
さ
ら
に
そ
の
発

、
、
、

展
の
な
か
で
、
自
然
法
の
実
現
が
歴
史
的
に
用
意
さ
れ
る
に
い
た
る
と
い

(

4

)

 

う
見
解
を
と
つ
て
、
産
業
資
本
主
義
の
発
展
を
正
し
く
み
て
い
る
。

階
進
ん
で
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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て
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
優
越
性
を
明
ら
か
に
す
る

業
」
に
制
約
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
理
論
乃
至

階
級
が
存
在
し
て
お
っ
た
と
す
れ
ば
、
疑
い
も
な
く
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト

た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
の
思
想
・
学
説
も
必
然
的
に
い
ち
じ
る
し
く
「
農

時
代
に
、
現
在
の
如
く
配
当
に
よ
り
気
位
高
ぐ
生
活
し
て
い
る
株
主
の

ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
の
人
々
に
は
当
然
「
農
業
」
の
み
が
目
に
映
え

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

こ
と
）
が
や
が
て
こ
の
学
派
の
崩
壊
の
主
要
因
を
な
す
に
至
り
、
ま
た
ス

ミ
ス
の
批
判
の
対
象
と
も
な
0
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
原
因
を
い

か
な
る
点
に
求
め
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
農
業
、
土
地
を
疲
弊
せ
し
め
た
封

建
領
主
制
度
の
残
滓
が
い
ま
だ
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
ア
ン
ツ
ャ
ン

•
V

ジ
ー
ム
末
期
）
。
第
二
に
、
ス
ミ
ス
自
身
も
認
め
て
い
る
如
く
、
コ

ル
ベ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
弊
害
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
当
時
の
主
要
産
業
は
い
ま
だ
な
お
農
業
で
あ
っ
て
、
エ

業
は
手
工
業
の
域
を
で
ず
、
そ
の
た
め
国
家
の
経
済
上
の
建
て
直
し
及
び

そ
の
発
展
は
、
農
業
、
具
体
的
に
は
大
農
経
営
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ

(

5

)

 

た
こ
と
、
等
で
あ
る
。

学
説
の
存
在
は
、
す
く
な
く
と
も
経
験
科
学
に
関
し
て
は
、
事
実
の
存
在

(

6

)

 

を
前
提
と
す
る
、
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
重
農
学
派
が
一
貫
し

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
家
、
社
会
の
構
造
の
特
殊
性
に
求
め
ね

(

7

)

 

こ
と
に
も
つ
と
も
力
を
そ
そ
ぎ
、
そ
し
て
彼
ら
が
工
業
の
生
産
性
を
認
め

る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
工
業
の
生
産
性
に
つ
い
て
の
よ
り
進
ん
だ
認
識
と
分
析

て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
た
さ
れ
な
け
れ

・

(

8

)

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
ジ
イ
ド
教
授
の
論
述
を
思
い
お
こ
し
う

る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
イ
ド
教
授
は
、
「
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
テ
ィ
の
意
味
に

、
、
、

お
け
る
純
生
産
物
は
畢
党
―
つ
の
錯
覚
に
す
ぎ
ま
い
。
そ
れ
は
、
物
質
の

、

、

、

、

、

、

、

創
造
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
な
く
、
ま
た
価
値
の
創
造
に
お
い
て
見

(

9

)

 

出
さ
れ
る
の
で
も
な
い
。
」
、

「
し
か
し
、
人
も
し
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト

「
し
か
し
、
か
れ
ら
の

を
生
め
る
時
代
の
環
境
を
想
見
す
る
と
き
、
こ
の
錯
覚
は
容
易
に
説
明
し

(

1

0

)

 

う
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

は
、
製
造
工
業
の
内
に
も
、
純
生
産
物
が
存
在
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し

(

1

1

)

 

た
で
あ
ろ
う
。
」
、
「
か
れ
ら
が
、
し
か
し
今
日
生
存
し
て
い
た
な
ら

ば
、
農
業
保
護
論
者
た
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
は
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。
こ

く
、
十
八
世
紀
の
初
頭
以
来
、
次
第
に
、
近
代
資
本
主
義
の
先
進
国
と
し

まヽ
,
9
.
 

「
本
来
農
業
の
優
越
な
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
で
は
な

九
四
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(
3
)
内
田
教
授
は
、

(
2
)
内
田
義
彦
著
前
掲
書
、
二
九
九
頁
d

-

―1
0
四
頁
。

は
社
会
的
要
求
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
の
思
想
を
現
実

こ
れ
を
要
す
る
に
、
先
に
引
用
し
た
如
く
、

れ
が
、
か
れ
ら
の
思
想
を
も
つ
と
も
よ
く
研
究
し
た
経
済
学
者
オ
ン
ケ
ン

(

1

2

)

 

の
意
見
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
重
農
学
派
の
思
想
・
学
説
が
い
か
に
当

時
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
に
制
約
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う

「
理
論
乃
至
学
説
の
存
在

は
、
す
く
な
く
と
も
経
験
科
学
に
関
し
て
は
、
事
実
の
存
在
を
前
提
と
す

る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
鉄
則
を
ス
ミ
ス
が
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
す
，

な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
が
経
済
の
発
展
に
関
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
に

比
し
て
遅
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
本
質
的
に
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、

彼
の
重
腹
学
派
観
も
お
そ
ら
く
も
う
少
し
同
情
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ス
ミ
ス
は
ケ
ネ
ー
及
び
重
股
学
派
の
思
想
・
学
説
が
歴
史
的
、
あ
る
い

的
に
裏
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
ス
ミ

ス
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
家
・
社
会
の
実
状
を
本
質
的
に
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
彼
の
重
農
学
派
批
判
は
不
充
分
に
終
つ
て
い
る
の
で
あ
る

註

(
1
)
A
.
 
S
m
i
t
h
,
 
＾^
 
W
e
a
l
t
h
 of;,.nations", 
M
o
d
e
r
n
 L
i
b
r
a
r
y
 

ed, 
p. 
6
2
8
.
 

大
内
訳
（
第
三
分
冊
）
、
四
三
七
頁
。

「
…
•
•
•
こ
の
ケ
ネ
ー
の
純
生
産
物
の
理
論
に

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
索
描
（
田
中
）

こ
と
を
オ
ン
ケ
ン
教
授
と
と
も
に
重
視
し
て
い
る
。

に
よ
る
被
害
が
艦
船
の
み
で
済
む
に
比
し
て
大
陸
国
で
あ
る
フ

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ヒ
ッ
グ
ス
や
ウ
ー
グ
が
述
べ
る
如

ー

1
4
.

九
五

は
剰
余
価
値
の
発
生
を
生
産
過
程
そ
の
も
の
に
み
と
め
た
ケ
ネ

ー
の
天
才
と
、
未
だ
使
用
価
値
的
観
点
に
と
ら
わ
れ
、
剰
余
価

、、

値
の
成
立
を
農
業
に
お
い
て
の
み
見
た
ケ
ネ
ー
の
古
拙
が
よ
こ

た
わ
っ
て
い
る
…
…
。
」
と
述
ぺ
て
い
ら
れ
る
。
（
傍
点
筆
者
）

（
内
田
義
彦
著
前
掲
書
、
三

0
八
頁
。
）

(

4

)

同
上
、
―
―

1
0
0
頁
、
註
1
参
照
。

(
5
)
 Cf., 
H
e
n
r
i
 W
o
o
g
 "
T
h
e
 T
a
b
l
e
a
u
 E
c
o
n
o
m
i
q
u
e
_
 of 

Fram;:ois 
Q
u
e
s
n
a
y
-
A
n
 E
s
s
a
y
 in 
t
h
e
 
E
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
 

of 
its 
M
e
c
h
a
n
i
s
m
 
a
n
d
 a
 Capital 
R
e
v
i
e
w
 
of 
t
h
e
 

Interpretation 
of 
M
a
r
x
,
 Bilimovic 
a
n
d
 O
n
c
k
e
n
 1n-

1950. 
中
の
e
^

Socio |
 Historical 
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
"
,
 pp. 11 

く
、
ル
イ
王
朝
（
こ
と
に
太
陽
王
ル
イ
十
四
世
の
時
代
）
に
よ

る
濫
費
も
甚
だ
し
か
っ
た
が

(Cf.,H• 

H
i
g
g
s
,
 Ibid., p. 
5
,
 

及
び

R
W
o
o
g
,
 Ibid., p. 1
1
.
)

、
戦
争
に
よ
る
被
害
も
ま
た

甚
大
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
島
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は
戦
争

ラ
ン
ス
は
直
接
、
土
地
1

1

農
業
を
破
壊
さ
れ
、
ま
た
資
本
蓄
積
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実
状
に
応
じ
て
、
単
に
農
業
部
面
に
お
け
る
産
業
資
本
の
み
な

湯
に
立
つ
て
資
本
主
義
を
観
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
ダ

の
関
連
を
若
干
素
描
し
、
そ
し
て
後
に
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
つ
い

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
特
殊
事
情
の
下
に
お
い
て
農
業
資
本
の
立

以
上
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
と
重
殷
学
派
、
と
く
に
ケ
ネ
ー
と
の
学
説
上

て
も
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
遅
れ
、
し
た
が
つ
て
、
商
・
エ

業
に
お
け
る
価
値
発
生
の
過
程
は
注
目
に
値
す
る
仕
ど
発
展
し

(
7
)
同
上
、

一
八
四
頁
。

「
ケ
ネ
ー
或
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー

ト
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
の
間
の
富
お
よ
び
そ
の
源
泉
に
関
す

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ケ
ネ
ー
或
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
は

ム
・
ス
ミ
ス
は
、
英
国
に
お
け
る
当
時
の
資
本
主
義
の
発
展
の

ら
ず
、
工
業
部
面
に
お
け
る
産
業
資
本
の
立
場
に
立
つ
て
資
本

立
湯
の
相
違
、
産
業
資
本
の
相
違
か
ら
来
て
い
た
。
」
と
述
ペ

七
、
む

す

び

る
把
握
の
相
違
は
、
…
…
実
は
、
彼
等
の
立
つ
て
い
た
社
会
的

て
い
る
渡
辺
輝
雄
教
授
は
、

「
…
…
…
｝
」
の
点
は
、
ケ
ネ
ー
或
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト

の
経
済
学
と
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
経
済
学
と
の
異
同
を
問
題

回
』

I
「
東
京
経
大
学
会
誌
」
第
拾
八
号

A
昭
和
三
十
二
年
十

(
9
)
 G
i
d
e
 e
t
 R
i
s
t
,
 I
b
i
d
.
 ｀
 
p. 
18. 
宮
川
訳
、
二
三
頁
。

(
1
0
)
 
I
b
i
d
.
,
 
p. 
1
8
.
 

同
上
、
二
三
頁
。

(
1
1
)
 I
b
i
d
.
,
 
p. 
1
8
.
 

同
上
、
二
四
頁
。

(12) I
b
i
d
.
,
 
p. 
2
0
.
 

同
上
、
二
五
頁
。

て
関
説
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
が
重
農
学
派
よ
り
い
か
な
る
点

を
学
び
と
り
、
い
か
な
る
点
に
関
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て

ス
ミ
ス
の
学
説
が
ケ
ネ
ー
及
び
重
股
学
派
の
学
説
に
比
し
て
い
か
ほ
ど
進

『
ケ
ネ
ー
に
お
け
る
八
国
富
＞
の
見
解
に
つ
い
て
』
研
究
さ
れ

(
8
)
同
上
、
一
八
六
頁
。

月
＞
＇
~
六
三
ー
六
四
頁
参
照
。
）

(
6
)
横
山
正
彦
著
前
掲
書
、
一
八
六
頁
。

（
渡
辺
輝
雄
『
ケ
ネ
ー
に
お
け
る
八
国
富
＞
の
見
解
に
つ
い
て

益
小
作
農

(
M
e
t
a
y
a
g
e
)
が
多
か
っ
た
。

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
農
業
経
営
も
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
分

の
程
度
も
遅
ら
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
故
、
産
業
革
命
の
点
に
お
い

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
素
描
（
田
中
）

と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

に
す
る
際
に
は
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
…
」

れ、 主
義
経
済
を
観
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
…
…
…
」
と
述
ぺ
ら

九
六
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オ
ン
ケ
ン
教
授
も
述
べ
て
い
る
如
く
、

歩
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
の
学
説
は
も
と
よ
り

を
意
味
す
る
ー
は
、
た
と
え
そ
れ
ら
の
学
説
が
直
接
相
互
間
に
関
連
性
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
大
体
同
じ
傾
向
の
意
味
内
容
を
有
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
学
説
が
本
質

的
に
異
な
つ
て
い
る
点
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
や
は
り
社
会

的
背
景
す
な
わ
ち
国
家
情
勢
の
相
違
点
（
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
国

事
実
、
重
農
学
派
の
学
説
は
余
り
に
も
l

方
に
偏
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
認
め
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
場
の
相
迩
か
ら
来
る
と
こ
ろ
の
外

在
的
批
判
を
も
つ
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
如
く
こ
れ
を
一
蹴
す
る
の
は

(

1

)

 

学
問
的
態
度
で
は
な
い
、
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
立

場
に
あ
つ
て
学
説
の
論
理
的
構
造
を
吟
味
す
る
内
在
的
批
判
こ
そ
が
必
要

(

2

)

 

な
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
の
理
解
の
程
度
は
不
徹
底
で
あ
っ

「
ケ
ネ
ー
の
分
類
の
方
法
が
ス

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
に
関
す
る
一
索
描
（
田
中
）

た
。
し
た
が
つ
て
、
ス
ミ
ス
の
重
農
学
派
批
判
は
必
ず
し
も
当
を
得
て
い

九
七

る
と
は
認
め
が
た
い
。

上
述
の
如
き
意
味
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ケ
ネ
ー
及
び
重
農
学
派
を

は
先
人
の
思
想
や
学
説
を
模
倣
し
た
の
で
は
な
く
、

い
う
こ
と
は
決
し
て
単
な
る
綾
述
の
模
倣
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

家
、
社
会
構
造
の
相
違
）
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

財
の
循
環
が
行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

由
主
義
を
唱
え
る
学
説
ー
こ
の
場
合
、
ケ
ネ
ー
の
学
説
と
ス
ミ
ス
の
学
説

と
こ
ろ
で
、
国
家
の
経
済
干
渉
（
重
商
主
義
）
を
排
斥
し
て
経
済
的
自

重
農
学
派
の
側
か
ら
も
一
層
の
研
究
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ミ
ス
の
そ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
ー
同
じ
根
拠
に
立
つ
て
ー
を

(

3

)

 

知
ろ
う
と
す
る
問
題
は
現
在
で
も
や
は
り
論
争
に
傾
き
や
す
い
」
で
あ
ろ

の
循
環
の
理
論
を
創
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
の
意
味
で
言
い
う

と
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

る
。
し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
既
に
長
く
続
い
た
実
り
多
き
伝
統
を
う
け
つ
い

(

4

)

 

だ
の
で
あ
っ
た
。
」
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
論
述
は
妥
当
と
み
な
し

、
、
、

う
る
。
ケ
ネ
ー
は
財
の
循
環
が
如
何
に

(
h
o
g
)

行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ

、
、
、

他
方
ス
ミ
ス
は
何
故
に
（
足
h
y
)

る
。
す
な
わ
ち
、

ケ
ネ
ー
は
自
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
綾
述
し
た
の
で
あ
る

(

5

)

 

が
、
ス
ミ
ス
は
そ
れ
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
説
明
と

ス
ミ
ス
は
先
人
の
思
想
や
学
説
を
集
大
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス

「
こ
れ
に
化
学
的
作

(

6

)

 

用
を
施
し
て
全
く
新
し
き
生
産
物
（
学
説
）
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
」

ス
ミ
ス
の
偉
大
な
先
駆
者
と
認
め
る
と
と
と
も
に
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は

じ
め
て
経
済
学
が
独
立
の
科
学
と
し
て
成
立
し
た
と
認
め
う
る
の
で
あ

ま
た
、
ハ
イ
マ
ン
教
授
は
、

＂つ。

「
ケ
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
彼
が
独
り
で
財
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る。

(

6

)

河
合
栄
治
郎
前
掲
書
、
三
四
頁
参
照
。

註
(

1

)

山
口
正
太
郎
著
『
重
幾
学
派
経
済
学
」

年
、
三
一
九
頁
。

(

2

)

同
上
、
三
一
九
頁
。

(3)F• 

Q
u
e
s
n
a
y
,
 
"
O
e
u
v
r
e
s
"
 `
 
xvi!. 
島
津
、
菱
山
訳
（
第

一
三
頁
。

(
5
)
 
Cf•• 

Ibid., 
p. 
7
9
.
 

同
上
、

1
0
三
頁
。

―
二
五
頁
参
照
。

(4)E• 

H
e
i
m
a
n
n
 ̀

 

Ibid•• 

p. 
6
3
.
 

喜
多
村
訳

一
巻
）
．
、

（
同
文
館
）
昭
和
六




